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姻虫の生物学的研究

(I) 脱殻畑幼虫の無菌的飼育実験

関川 迫典

慶応義塾大学医学部寄生虫学教室（主任松林久吉教授）

（昭和 31年 10月3日受領）

種々なる目的から臨虫の幼虫を宿主体外に於て宿主体

内に於けると同様の生理状態に於て生存せしめるととが

望ましいのであるが，今日それは尚，至難に属する。姻

幼虫の発育が中間宿主を必要とせず，直接的であること

は現在何人も疑わない所て、あって，糞便と共に排出され

た卵は外界て発育を進め，終いに仔虫を形成し仔虫包臓

卵となり，之が経口的に摂取せられ腸内て府化脱殻し幼

虫が出る。との幼虫は一度体内移行を営んで，即：；肺臓

を通過し再び腸に達すると云う経路を経なければ成虫に

なり得ない。斯様な畑虫の生活史中では幼虫の体内移行

という問題は最も生理学的に興味のある点のーって、あら

う。従って，此の時期の幼虫が成育に如何なる生理条件

を必要とするか，先つ、第ーに手をつけなければならない

問題ずある。所て仔虫或は幼虫という言葉の定義である

が，森下 (1949）に依れば卵内のものを仔虫と云い， YWF

化後のものを幼虫と云うと述べて居り，著者も以下とれ

に従う事にした。

畑幼虫の生存及び発育に関する報告は古くからある。

近藤 (1920）及び浅田（1923）は仔虫は 1ヶ月余生存し

たと述べ，豊田（1932）は好適と思われる種々の液に就

いて観察したが，仔虫は最少 8日～最長43日生存したと

述べ，田村治（1932）は種々のメヂウムて幼虫の飼育を

試みたが，最長44時間生存して居だと述べている。叉，

Pit匂 andBall (1953）はさきに Pitts(1948）が行っ

た遠沈法によって人”工僻化した豚姻虫仔虫を，Sβitz’s

filter て、無菌的にした培養液中て飼育 ~39 円間て2.4 % 

生存したと述べている。これにより自然界て解化脱殻し

た幼虫は一定期間生存するととは多くの人？と依って認め

られているが，その間，多少の発育を進め得るか，否か
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に就いて平沢（1927)，豊田（1932）は人阻虫及び豚畑i

虫では変化を認めないが，犬畑虫ては多少の増大を認め，

ると述べている。

以上の事柄から特殊な培地を考按すれば環境次第て人

工解化幼虫が相当長い期間（少くとも 1カ月〉生存し，

一定度の発育増大を営むてあらうことは考えられる。

著者は犬畑虫卵に比し困難と云われている豚畑虫卵の

人工僻化を行い，との脱殻幼虫が宿主体外の適当なる培

地に於て梢々永く生存して，幼虫が其の間形態上多少の

成育を遂げるものか，否かの問題を種々なるメヂウムを

用いて実験した。以下，其の成績を報告する。

実験材料及び方法

(1）虫卵の採集

豚岨虫の雌て採取後間もないよく発育した虫体を0.95

%の食塩水てよく洗糠し，体壁に附着した肉眼的不潔物

を除去し，更に数回滅菌0.95%食塩水て洗糠し，細菌の

除去に努ぬた。との虫体を 5%アンチホノレミン液の中て

開体し，子宮陸部を l～1.5cmて切断し， 5%アンチホ

ノレミン液を満たした滅菌シャーレに移し虫卵を取り出し

た。受精卵であることを確認した後，遠心沈澱管に移ー

し30牙～1時間後に 1.500回転5牙間遠心沈澱し，上

清液を捨て〉滅菌蒸溜水を注加しよく撹持して，再び

1.5 00回転 5牙間遠心沈澱を行った。との操作を 4～5

回繰返してよく洗糠し，アンチホルミン液を除去した。

アンチホルミンは虫卵をばらばらにほぐし，蛋白膜を除

去して虫卵相互の凝集癒合を避け培養及び脱殻の操作を

使ならしめる為に用いたものである。この液は後の脱殻 s

に何等かの影響を及ぼすのではないかと考えたが，鏡検

した結果は形態的に蛋白膜が除去された以外，卵殻には

大した変化を認めなかった。

(2）虫卵の培養

試験管内滅菌水中培養滅菌した大試験管に滅菌水 3cc 

を亦注し，処置した虫卵を入れて撹梓し，28°0 の解卵守

器内に約15度の傾斜にして静置した。虫卵は大概傾斜し
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，た管壁に沈澱した。水の深さは最も深い所て 1cmを越さ

む程度であり ， 1日1回試験管を振渥，撹押して虫卵発

育の均一化をはかった。虫卵の発育は虫体を異にすると

とて＼亦同一虫体からの虫卵ても個々に多少の差はある

ふ人 18日後には大部牙の虫卵が仔虫形成を完了 した。稀

には相当数の虫卵が30日後にも発育しなかったり，或は

発？？の途中であったりする様な試験管もあった。

(3）脱殻方法

畑虫の人工牌化に就いての研究は若干あるが，犬畑虫

て古－円 (1923), 豊田（1931), 大腸（1923），越智

(1932）等は培養メヂワム中ての自然脱殻を報告してい

る。叉，豊田は系統的にとれを研究し，0.05%ベプト ン

水，0.1～0.05%葡萄糖水て極乃て容易に姻虫仔虫は府

化するととを報告した。 Pitts (1948）は 2%アンチホ

ノレミン液と 2%苛性ソーダ液の混合溶液に豚姻虫仔虫包

蔵卵を入札，37.5°0の瞬卵器に24時間静置後，生理的食‘

．塩水て遠心沈澱に依り 5回洗った。後に3.000回伝10牙

問の遠沈にて確実に99.1%の高率の醇化が得られ，遊離

し，で仔虫の87%以上は牌化後24時間自動力があったと述

べている。叉， McRae (1935）は従来なされている解

化の報告は真の僻化ではなく ，卵殻に対する機械的損傷

に基くものであるという報告を行っている。併し乍ら僻

化の条件はその様に単一なものでないととは容易に考え

ら礼る。一般に人及び豚胴虫卵は人工僻化が犬姻虫卵（・C

比 し困難てあると云われて居るが，著者の方法は次の如

くである。

先ず Stollの試験管に直径 5mm内外の硝子玉を15～20

ケ位入札J瑞栓を施し滅菌した。虫卵は試験管内滅菌水

中に培養したもので，培養後30～50円を経過した仔虫包

蔵卵を用い， この懸濁液を滅菌ピペットにて取って， i~I

記の Stollの試験管に入れた。そして Stollの試験管を

硝子玉の動く程度に 5～ 7分間振濯した。硝子玉の摩擦

により卵殻に機械的損傷が与えられるので，仔虫は脱殻

しyµ~ fじした。 ζ の懸濁液を滅菌ピペットにて取り， 1滴

をスライド上に拡散させ，カバーグラスて覆うことなく

観察し，仔虫の生死及び脱殻率をしらべた。脱殻m化し

て活援に動いている仔虫、脱殻にI燥し硝子玉の摩擦によ

り死亡している仔虫，卵殻より脱出途中て生春し‘ている

仔虫と死亡 している仔虫，仔虫包蔵卵のま〉全然脱殻し

ない仔虫等の 5段階のものが混在していた。 mi手化幼虫の

脱殻率は70～80%で非常に高率であったと考えられる。

〈り 飼育方法

飼育虫体は上記の Stollの試験管内にて硝子玉に依る
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脱殻法て僻化した豚血幼虫を使用しえ。 即ち僻化幼虫の

懸濁液leeを予め飼育液 3ec宛芳、注せと試験管内に注 ＂｛，

37℃の騨卵器内に静置した。飼育容器は飼育液に雑菌

の混入を可及的防止 し，且つ観察に使なるため直径約 2

cm，長さ約18cmの試験管を用い，関口部には綿栓を施し

た。 之等の器貝類は総べて厳重な化学的微生物学的静浄

を必要とするために， 使用に際しては次の処理を行っ

た。硝子器材はクローム硫酸液に浸し水洗，乾燥，乾熱

滅菌を行った。飼育液はすべて蒸気滅菌を行い，人血清

は Seitz’sfilterて無lfi的にしたものを用いた。使用し

たピペット， 試験管，シャーレ其の他の器具はすべて滅

菌し，無菌的に操作した。

使用4る飼育液は0.4%, 0.5 %, 0.6 %, 0. 7 %, 

0.8 %, 0.9 %, 1.0 %の濃度の食塩水，リンガ一氏液，

ロック氏液，タイロード氏液， リンガーデレ氏液，並に

リンガ一氏液に葡萄糖0.1%を添加したもの， リンガー

氏液に葡萄糖0.1%添加した液を基木液として，アスパ

ラギン酸，グルタミン酸ソーダ（味の素）， ビタミン B1,

ピタミンC，肝臓末，塩酸システイン，ヌ事天，ベプトン

等を単独に加え，セもの及び人血清を用いた。実験操作は

厳重な無菌的操作のもとvこ行ったが，念の為に飼育液中

にベニシリン 10000u/cc，ストレプトマイシンlOmg/cc

を添加した。尚，実験中の無菌試験は Thioglycollate

培地により行った。

(5）幼虫の生死判別

幼虫の生死判別は専ら運動の有無によった。可検幼虫、

を含有Jよる液より 口径約 2mmの細少なる「ピペットJv・こで

1滴を取り，裁物グラス上に点滴しそのま〉険し，次の鑑

別点を基準として生死を判別 した。真直に伸展せるも

の，及び新月状乃至沼沢なる孤を画いているもの，頭部

より尾端に至るまで局部的問曲運動のないものを以って

死の象徴とした。此の他，機械的損傷あるものは計算よ

り除外した。滑捲状運動，環状運動． S字状運動， 半

月以上の湾出運動を示せるものは勿論，波状運動，其の

他僅かにて主 1局部の習曲運動を窺い得るものを生とし

た。生存期間の末期において運動有無判定の困難た場合

は 5分以上観察して振渥，加温などの束lj戟を加え，尚不

動の際にとれを死と認めた。

(6）幼虫虫体の計測

発育の有無は幼虫の体長及び体幅を計測して判定し

た。体長は Zeichenapparatを，体幅は接眼測徽計を用

いて計測を行った。同一条件下に於げる虫体の生存期間

には個体差によりかなりの長短 の差は免がれなかった

が，算術平均によって各々の平均生存日数を算出した。
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第 1表 各種食塩濃度の飼育液に於ける幼虫の生存期間O 飼育温度 37C0.

（表中の幼虫数は虫体100個中の生幼虫数を示す。以下各表共同様）

濃度（%）｜試験管｜飼育開始日
No. I 幼虫数

日生

1 2 3 4 5 

存 数 平均最高
生存日数

（日）6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

68 

65 
8.0 

25 18 8 3 1 0 

37 23 11 6 3 3 3 3 3 2 1 0 0.4 % I ~ I 

0.5% I ~ I 
63 

71 

30 21 15 9 7 7 6 6 5 5 4 3 3 2 

23 19 13 8 5 4 4 4 3 3 2 2 1 1 

n
u
 

寸

i
n
u

14.5 

1 47 27 26 20 9 7 3 2 1 1 。
0.6 ;fb 2 56 38 16 3 2 2 2 1 1 1 。 9.3 

3 48 24 14 7 3 2 2 2 2 2 1 。
1 42 23 14 3 2 2 2 1 1 。

0.7 % 2 39 28 22 5 3 2 1 1 1 。 8.3 

3 42 32 9 4 4 3 2 2 1 1 。
1 54 33 12 10 6 4 2 1 1 。

0.8 ;fb 2 57 43 40 21 13 9 3 1 1 。 8.3 

3 56 38 36 23 15 8 4 2 1 1 。
1 71 68 53 33 13 2 2 1 。

0.9 ;:6 2 73 56 34 21 11 4 2 1 0 7.0 

3 78 51 21 12 9 2 1 1 。
1 76 19 17 15 9 6 2 1 。

1.0 ~b 2 73 18 16 16 7 5 1 。 6.3 

3 75 20 13 13 5 3 1 。

実験成績

1.各種食塩濃度の飼育液内に於ける幼虫の生存期間

胴幼虫を飼育する基本として食塩の最適濃度を知る為

に食塩の用量を0.4%, 0.5 %, 0.6 %, 0.7 %, 0.8 

%, 0.9 %, 1.0 %の 7通りに作って虫体の生存期間を

しらべた。食塩の濃度が0.5%のものが良好で14.5日の

平均最高生存日数を示した。成績は第1表の通りである。

2、各種生理平衡液内ピ於げる幼虫の生存期間

人工合成飼育液内の基本としての生理平衡液の既存4

樟について各々に於ける虫体の生存：期問を観察した。

リンガー氏液の食塩くNaCl)は正規のものは 0.85%で

あるが前記の実験成鑓により最良の0.5%の濃度を用い

た。 平衡液の種類及び製法は第2表に示した 如くであ

る。飼育成績は第8表に示せる如 く平均生存日数から見

てロッ ク氏液てや〉良く ， リンガー氏液が最も良好であ

った。そζてリンガー氏液の NaClを0.5%に調製し

たものを基本飼育液として用いるこ とが適当 と考えら

札，とれに種々のものを添加した。

3.栄養物質を添加したリンガー氏液に於げる幼虫の生

存期間並に発育

リンガ一氏液に葡萄糖を0.07%,0.08%, 0.09C?6, 0.1 

%,0.2%の各濃度て添加した結果は 0.1%のものが良好

であった。 故にリンガー氏液？と葡萄糖0.1%を加えた液

を基本合成液にして次の各種栄養物質を添加した。即ち，

アスパラギン酸0.007%，グルタ ミン酸ソーグ〔味の素

) 0.007 %，ピタミンC0.008%，ビタミン B10.005 

%，肝臓末0.005%，塩酸システイン0.008%，寒天0.

008 %，ベプ トン0.008%をそれぞれ基本合成液に単独

に加えた。 成績は第4表に示す如くビタミン c0.008 

%，塩酸システイン0.008%を別々に添加したものが良

く各々 10日の生存日数が得られた。幼虫の生存回数と併

行して発育に就いての観察も行った。 リンガー氏液に葡

萄糖0.1を%加えた基本合成液に各種栄養物質を添加し

た飼育液内に於ては第4表の通り，幼虫の発育は殆んで

( 47 ) 



148 〔寄生虫学雑誌・第 6巻・第 2手

第 2表 供試生理平衡液一覧（表中の数字は%を示す）

KCI CaCI2 NaHC03 MgCI2 NaH2PO, 

Ringer氏液 0.5 0.02 0.02 0.01 

Locke氏液 0.9 0.042 0.024 0.02 

Ty rode氏液 0.8 0.02 0.02 0.1 0.01 0.005 

Ringer-Dale氏液 0.95 0.042 0.024 0.05 0.005 

第 3表各種生理平衡液内に於ける幼虫の生存期間。飼育温度37°C.

（表中の幼虫数は虫体 100個中の生幼虫数を示す）

試N験0.管 飼育開始数日
生 存 日 数 （日）

生存平均日最数高（日）飼 育 液
幼虫 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

1 80 67 59 35 23 11 5 3 2 1 。
Ringer氏液 2 81 60 58 36 29 14 7 5 4 2 1 。 9.3 

3 83 61 51 17 12 8 3 3 2 2 。
1 72 53 31 10 8 5 3 1 。

Locke氏液 2 81 54 32 28 23 15 7 3 2 。 7.7 

3 68 50 33 19 13 9 6 4 2 。
1 70 22 

Tyrode氏液 2 73 26 

3 78 25 

1 78 7 

Ringer-Dale氏液 2 62 8 

3 85 28 

認められなかった 人血清単独 3ccを用いた成績は生存

日数は 4日て、あったが，幼虫の発育は可成り良好て，平

均体長は 204μが 246μに平均体幅13μ が14.5μ にな

り，統計学的にも有意の差が得られた

4.人工合成飼育液P液，S液，F液，T液， R液内に

於ける幼虫の生存期間並た発育

以上の実験の成績から飼育液の基本的な構成は牙った

ので，それに更に複雑な栄養物質を添加して第5表の如

きP液， S液， E液，T液，R液を倖り，弐々での生存，発

育を検討した。添加する物質について Pit旬 andBall 

(1953）は yeastextract 3 . 0 gr，ベプトン 3.75gr，葡

萄糖 3.75 gr，人血清 250mlを11＇の Fenwick’ssolu・

ti onに加えた飼育液を無菌的にして飼育し，幼虫は16日

間て93.6%,32日間て21.2%,39日間て2.4%生存した

と述べている。著者の上記 5液には彼等の用いた物質も

加えてある。

成績は第6表に示す通り S液は16日， P液は22日の生

存 日数が得られ，前記の実験成績より造かに良好なる結

6 

9 

8 

3 

2 

6 

( 48 ) 

2 。
5 2 。 3.7 

3 1 。
。
。 2.0 。

果が示された。叉，幼虫の発育もS液の平均体長 250μ. 

が278μに平均体幅14.1μが17‘8μにな り，P液も平均体

長248μが294μに平均体幅13.2μが19.3μに夫々成長

じた。 一方， ビタミン B1及びビタミンCの代 りに

yeast extractを用い，その他のもの〉濃度を多少違え

たF液，T液，R液の成績も第6表に示す通り F液 301

日， T液31日，R液32日の生存日数が得られ，発育も最

長の生存を見たR液て平均体長236μが 267μに平均俸ー

幅13.3μが16.4μに成長し，明らかに発育したと考えら

れる計測値が得られ，之等8液ては何れが勝っていると

も云えないが，R液の生存日数32日は最長であり，飼育

液としては最優秀であると考える。

総括並に考按

姻虫の成虫を宿主体外で飼育する事は古くから行われ

て居て，故小泉丹教授をはじめ教室員数氏に依る幾つか

の業績が発表されている。最も成績の良かったものは，

鈴木等の葡萄糖を除いた Ringer-Dale氏液にビタミン

Cを0.5%v1と添加したもので，最長23日，平均12.6日の
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第 4表 Ringer氏液＋各種添加飼育液内に於ける幼虫の生存期間並びに発育。飼育温度37°C.

Ringer氏液 ＋
各種添加物

Ringer氏液 十
葡萄糖 0.1%

R + G. 0.1 % + 
アスパラギシ酸

0.007 % 

R +G.0.1ンM酸＋ソ
ク~JI.. タ ミ ｛ダ、

0.07 % 

R +G.0.1 + 
ピタ ミシc.0.008% 

R + G. 0.1 % + 
ビタミ シ B10.005%

R+G. 0肝.1末~＋
.005 % 

R+G.0.1%+ 
塩酸シス テイシ

0.008 ,96 

R + G. 0.1 % + 
寒天0.008,96 

R十 G.0.1 % + 
ペプ トシ 0.008% 

人 血 清 3cc 

（表中の幼虫数は虫体100個中の生幼虫数を示す）

飼育開始日 l

幼虫数
生 存 日

平均体長（μ），
平均体幅（μ）｜ 1 2 3 4 5 6 7 

！ω ｜必47 27 6 3 1 0 

68 42 8 。
273 273 280 

12 13 14 

38 25 13 6 。
242 237 226 218 

12 12 12 12 

61 53 47 41 38 31 28 16 

数

8 

7 

261 269 270 275 272 

14.8 15.2 15.7 16 16 

63 41 21 11 8 。
253 243 254 

13.6 14.7 16 

52 23 18 13 6 。
262 258 272 270 

14.5 14.8 15.3 15.1 

76 63 48 41 37 31 28 20 12 

263 255 273 261 

15.2 14.6 15.4 15.9 

61 44 30 26 21 18 13 8 5 

258 231 249 237 

14.4 15 15.7 15.6 

68 23 11 8 5 2 。
251 240 238 

14.7 15.3 14.7 

42 24 11 5 2 。
204 246 

13 14.5 

（日）

9 10 11 

4 2 。

， 

4 2 。
272 

15.4 

2 。

149 

生存日数
（日）

6 

2 

3 

10 

4 

4 

10 

9 

5 

4 

生存を示した。 叉， 浅見（1954）は葡萄糖を除いた 挙げて見る。 近藤（1920）は獣炭末培養て自然に牌化脱

Ringer-Dale氏液に 2' 3の抗生物質を加えて，最長32 殻せる幼虫は尚よく ，lカ月以上毛湿地に於て生存し，

口，平均16.0日の生存を見，飼育液中に混在する細菌の 動物に対して感染能力を保持していると述べている。

増殖を阻止するととが姻虫の生活に好適な影響を与えた 次いで浅田（1923）は外界に於て自然に解化脱殻したる

という証左にタトならないと述べている。 姻幼虫は，室温（12°C～15°0）に於ては 1カ月間；こ亘り

姻幼虫の飼育実験には主として犬姻虫を用いた研究発 て生存し，同じく感染し得るものであろうと報告レ，併

表が多いが，姻幼虫の生存期間に就いての報告を二，三 せて感染動物肝臓内より採集せる阻幼虫は室温（12°0～

( 49) 
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第 5 表

① P液 ① S液 ① F液

lOmg Vitamin B1 lOmg ！田中Vitamin C lOmg Vitamin C lOmg pepton 0 . 375 g 

humanserum 25cc humanserum 25cc glucose 0 . 375 g 

lE田~~soluHon
0.375 g pepton 0.375 g humanserum 25 cc 

0.1 g glucose 0.375 g Fenwick’s-solution 75 cc 

75cc Fenwick’s・solution75 cc 

NaCl 0.5g NaCl 0.8g 0.8g 

KCl 0.02g KCI 0.02g 0.02g 

CaCl2 0.02g Ca Ch 0.02g Ca Ch 0.02g 

NaHCOa 0.01 g MgCl2 0.01 g MgCh O.Olg 

① T液 ① R液

yeast extract 0.3g 0.3g 

pepton 0.375 g pep ton 0.375 g 

glucose 0.1 g glucose 0.375 g 

humanserum 25cc humanserum 25c:: 

Ringer-solution 75cc Ringer-solution 75 cc 

NaCl 0.5 g NaCl 0.5g 

KCl 0.02g KCl 0.02 g 

CaCh 0.02g CaCI2 0.02g 

NaHCOa 0.01 g NaHC03 0.01 g 

第 6表 人工合成飼育液 P液， S液， F液， T

（表中の幼虫数は虫体100個

飼育開始体体日幼加（μ虫）） 数
生 存

飼育波 平平均 長
均幅 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

53 36 29 26 18 16 15 13 12 10 8 9 7 6 5 3 

P 液 248 264 252 267 279 270 281 283 

13.2 14.7 15.3 16.4 17.2 18.5 18.2 19.1 

55 38 22 21 18 15 11 7 7 6 5 3 2 1 1 1 

S 液 250 261 254 260 273 279 278 

14.1 15.6 16.2 16.3 17.4 17.8 17.8 

85 49 41 34 28 21 24 21 19 16 11 7 4 3 4 .5 

F 液 238 256 262 254 240 244 238 

13.5 15 15.7 15.4 15.3 15.4 15.5 

80 52 51 38 31 28 26 23 21 24 26 24 23 26 21 15 

T 液 240 252 250 248 248 241 243 

13.8 15.2 16 15.6 15.3 15.8 15.7 

72 43 35 32 25 22 17 20 21 19 17 12 9 8 7 7 

R 液 236 252 246 249 252 254 250 

13.3 15.3 15.7 15.5 15.3 15.8 15.7 

( 50 ) 
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15℃〉にては10日間生存するととを述べている。以上， 2 生存する事を示しているが，人工牌化幼虫〈犬畑虫卵〉

氏の実験によれば，感染動物肝臓内幼虫の生存力は自然 の生存期聞については豊田（1932）の詳細なる報告があ

略化幼虫の生存力に比して透かに短かいc 之は感染動物 る。即ち，豊田は人工的に僻化した犬姻幼虫を用いて好

休内より畑幼虫を純粋に分離することは極めて容易なる 適と思われる種々なる液に投りて，その生存力を検した。

業でなく ，如何に注意して行っ－ても畑幼虫、を少しも損ぜ 此の観察は冬季室温てなされたのであるが，その中の

ざる様に処置する事は不可能に近い為に，叉，既に感染 2' 3を挙げる。 （以下， P 二ベプトン水内~呼化仔虫，
動物体内にて，ある程度発育したものを体外に取り出す T・Z＝葡萄糖内野化仔虫てある。） 0.85%食塩水ては

ととは，幼虫の環境を極めて不利（／こする為てあると考え Pは21日， T. Zは22日，アガールでは 1%でPはお

ら;!Lる。田村治（1932）は幼虫の飼育を試みて蒸潜水， 日， T. Zは22日， 3%でPは28日， T. Zは26日生手

生理的食塩水， リンガー氏液，タイロード氏液を用い， し，ベプトンては 1/20溶液てPは5日， T. Zは4日，

とれに酸及びアノレカリを種々なる濃度に加え，感染動物 1/;o溶液て、は何れも28日生存し， 葡萄糖ては 1%でPは

の肝及び肺から集めた幼虫を飼育したが，タイロード氏 11日， T. Zは12日， 0.05%では何れも10日生存してい

液最も良好で，酸及びアルカリは0.01%以下であれば結 た。血清〈兎〉て．は l/s~ 溶液てはPは34 日， T. Zは27

果に優劣はない。叉，アミノ酸は 0.1%の如き濃度に加 日生寄すると述べている。

えても経果は不良てあるが，その内比較的良好なるはチ Pit包 andBall (1953）は豚姻虫の幼虫を特別に設計

ロヂン，ロイチン，チスチン及びヒスチヂンである。叉， した飼育室を用いて前述の飼育液を無菌的にして37°0

各種の臓器浸出液の添加では 100倍液最も良好て，卵 ～38°0で飼育し， 16日間て93.6%,32日間て21.2%,39日

試食後2～3日の肝及び肺臓内の幼虫を用いる時は，肝 聞で2.4%生存し， 34日以上生存した幼虫の発育は平均

及び腎の浸出液最も良く， 7日を経た肺臓内幼虫ては肺 増加20%に相当すると述べている。成虫の場合と同様に

1臓浸出液が最も良好で，これらのメヂウムて少くも最長 幼虫の宿主体外飼育に於ても， Pitts等や今回の著者の

44時間生存して居ると述べている。さきに自然解化脱殻 実験成績に示された通り飼育液を無菌的にした方がより

幼虫の生存時聞についての成績は， 1ヶ月以上に亘って 優九た結果が得ら「しると考える。

液， R液内に於ける幼虫の生存期間並びに発育。

中の生幼虫数を示す） 飼育温度37°C

日 数 （日）

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 

7 5 3 3 2 1 1 0 

_286 290 292 294 

19.3 19.5 19.5 19.3 

1 0 

3 3 5 4 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 0 

15 

5 

242 259 256 260 259 

15.4 15.9 

15 14 12 10 7 5 

249 265 

15.6 16.7 

3 3 2 2 1 2 

256 263 

15.7 16.2 

15.7 

4 3 

269 

16.5 

2 1 

261 

16.1 

16.1 16 

2 1 1 1 1 1 1 0 

266 

16.9 

265 

16.8 

1 1 1 2 1 1 1 1 0 

264 267 

16.3 16.4 

( 51 ) 

生存日数（日）

22 

16 

30 

31 

32 
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人工的脱殻により瞬化した豚胴虫の幼虫を無菌的に宿

主体外に於て，種々なる組成の人工合成飼育液を考案し

て飼育実験を行った著者の実験成績は上述の通りて， F

液， T液， R液は夫々30日， 31日， 32日の生存日数及び

とれに伴なう発育を示した。姻虫の発育は衆知の如く経

口的に浸入じ来れる胆虫成熟卵〈仔虫包蔵卵〉が腸管に

於て，解化脱殻し仔虫が腸壁を突破し毛細管から門脈に

入り，肝，心を経由して肺臓を通過する体内移行を営み，

再び食道より腸管に照来しなければ成長し得ない。 即

ち，幼虫は血液中に入り血行に依り肺臓を通るのである

から，飼育液も血液に近似したものが適当てあろう事は

容易に想像され，人血清単独 3cc中に於ける幼虫の良好

なる発育がとれを示している。そζて、先ず塩化ナトリウ

ムの濃度を決め，各種生理平衡液中よりリンガ一氏液を

撰択して基本液として， ζ れに単独に各栄養物質を添加

したが，成績の良好なものの構成は正常人血液に比較的

近いものとなったと思われた。然し血液と同様の飼育液

を作る事は不可能であるので，今後R液を漸次改良すれ

ば一層長期聞に亘って幼虫を飼育する事が可能てあらう

と考える。

姻幼虫の宿主体外の培養液内に於ける発育増大に関し

ては古くから報告がある。即！＞，騨化直後の幼虫に就き

吉田 (1917）は体長0.267mm，体幅0.015mmて、あり，小

県（1922）は体長0.183ゃ 0.272mm，体i幅0.011～0.01

4 mmと去っている。自然界て牌化脱殻した幼虫は一定期

間生存することは多くの人に依って認められているが，

その問多少の発育を進め得るか，否かに就いて平沢（19

27）は人姻虫ては永く体外培地に置いても大さ及び体制

に変化を認め得ないが，犬畑虫ては多少，体の増大を認

めると云い，豊田（1932）も犬飼虫卵を人工府化して得

る幼虫について測定を行い， 1カ月培養のものは幼虫

に比較的無菌操作を施して培養皿内に移し，水道水を以

って培養せるものについて測定した乙騨｛ヒ直後の幼虫

は体長平均0.3695醐，｛主幅0.016mmておあったが， 1カ月

水道水培養のものは［本長平均0.3935mm，体l幅平均0.018

mとなった。人畑虫，豚畑虫について前記犬姻虫卵と同

様：こ処理し，人工解化？去を施して得た馴幼虫につきて測

定したが， 1ヶ月余を経たる幼虫と解化直後の幼虫とは

体長，体ijJ直に於て何等認むべき発育増大を認めなかっ

たc然し乍ら之等の実験は皆，水道7］＇（培養をしたもので

あるので，大なる成長発育を認Fなかっえが，或る特殊

なる蜘幼虫培養液を考按すれば人及び豚掴虫の幼虫て

も必らず一定度の発育増大を営むてあらうと述べてい
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る。次に感染後の幼虫の発育に就いて小県 (1922）の感て

染後各時間に於ける幼虫の計測を掲げると，卵試食後16

時間。二十日胤肝臓内の幼虫は体長0.234mm，体幅0.01

4 mm, 3昼夜を経た肝臓内幼虫は体長0.324mm，同肺臓

内のものは俸長0.285mm，体！幅 0.018, 9昼夜を経たも

のの肝臓内幼虫は体長0.587醐，体幅0.028mm，同肺臓．

内のものは体長1,881mm，体幅0.067mmて、ある。要する

に肺臓に達したものは著るしく発育の進んでいることが

判る。発育に就いての著者の実験では体長，俸幅のみの 1

計測を行い， R液内のものは最長て32日間生存し， 28日

自の体長は236μのものが267μに，体幅13.3μ が16.4

μ になり明瞭に発育の跡が認められ，統計学的にも明ら

かに発育した計測値が得られた。形態学的に詳しく観察

すれば興味のある問題と考えるが，今回は人工脱殻解

化，生存期間，発育に関する実験にとどめる。

結論

豚阻虫卵を無菌的に培養，機械的損傷を卵殻に与λて

70～80%に脱殻せしのた幼虫を用いて，種々な飼育液中‘

て無菌的に飼育じた。

1. 0.4 %, 0.5 %, 0.6 %, 0.7 %, 0.8 %, 0.9 

%, 1.0 %の各種食塩濃度の飼育液中ては， 0.5%の毛

のが生存日数14.5日て最長であった。

2. リンガ一氏液，ロック氏，液タイロード氏液， す

ンガーデレ氏液の各種生理平衡液中の幼虫の生存期間は

リンガー氏液の 9.3日が良好で、あった。

3. リンガー氏液に葡萄糖0.1%の添加では 6日であ

った。リンガー氏液十葡萄糖0.1%を基本合成液とし，

Cれに各種栄養牙を添加した結果は， アスパラギン酸

0.007 %で 2日，グルタミン酸ソーダ0.0079oては 8日，

ピタミン00.008%では10日，ビタミン B10.005%で

4日，肝末0.005%で4日，塩酸システイン0.008%て

10日，寒天0.008%で 9日，ベプトン0.008%て5日の

生存期間であったが，幼虫の発育は殆んど認められなか

ったーロ

4. 人血清 3cc中ては 4日て，平均体長204μが 246μ

に，平均俸！幅13μ が14.5μ に発育したむ

5. 以上の成績より人血清，リンガ一氏液， Fenwick’S・

solution，ベプトン，荷萄糖， yeast-extract，ビタミン Bi

ビタミンC等を種々なる濃度に加Iえた P液， S液， F 

液， T液， R液の人工合成飼育液を考按して観察じ

た。生存日数はP液22日， S液 16日， E液30日， T液

31日， R液 32日であり，明瞭に発育の跡が認められる

生存を示していて， 幼虫の発育は最長の R液て始めの

( 52 ) 
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平均体長236μ のものが267μに，平均体幅13.3μが16.4

J になり ，明らかに発育したと考えられる計測値が得ら

れた：u

稿を終るに臨み，御懇篤なる御指導並びに御校聞を賜

った松林久吉教授，浅見敬三助教授に深〈感謝致します

向，本論文の要旨は昭和31年 4月の第25回日本寄生虫学

会総会に於て発表した。
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Summary 

An attempt was made to keep alive and, if 

possible, to grow ascaris larvae in an artificial 

media. As the bacterial contamination was likely 

to be harmful for the survival of larvae, eggs 

were obtained from uterus of ascaris uhder con-

ditions as steril as possible and kept in steril 

water until larvae developed completely. These 

eggs were put into a large glass tube containing 

glass beads and were shaken vigorously to make 

larvae hatch out. Larvae, thus hatched out, 

were kept in media of several different composi-

tion and investigated how long they would survive 

or how much they would grow. Media were 

always made steril by heating or by Seitz-filtra-
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tion and were added with streptomycin and 

penicillin to inhibit the bacterial growth due to 

incidental contamination. 

Among the NaCl solution of various concentra-

tion, 0.5 % solution was the most favourable, 

larvae bemg capable to live for 14.5 days. Ringer 

solution was then prepared to contain NaCl in 

0.5 % and to this solution, many kinds of nut-

rient was added separately or mixed. Among 

various media thus tested, the following composi-

tion was most favourable for the survival and 
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growth of larvae. 

Yeast extract 0 . 3 gr 

Pepton 0. 375 gr 

Glucose 0.375gr 

Human serum 25 ml 

Ringer solution 75 ml 

The longest survival was 32 days and the body 

length which was 236 μ in an average at the・ 

beginning attained 267 μ after 30 days of sur-

vi val. 
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